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方
を
具
体
的
に
実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
防
災

に
対
す
る
住
民
の
意
識
が
時
間
的
に
も
変
化
す
る
な
か

で
、
世
代
を
超
え
て
地
域
の
財
産
と
な
る
防
災
技
術
を

検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
で
、
温
暖
化
に
伴
う
海
面
上
昇
へ
の
対
応
や
、

世
界
的
に
深
刻
化
し
て
い
る
海
岸
侵
食
へ
の
対
応
、
構

造
物
の
維
持
管
理
・
更
新
の
問
題
な
ど
、
さ
ら
に
検
討

す
べ
き
項
目
も
増
え
て
い
る
。
沿
岸
防
災
の
基
本
と
な

る
海
岸
堤
防
は
、
堤
防
海
側
の
海
浜
が
侵
食
さ
れ
る
と

堤
防
に
高
い
波
が
作
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
構
造
物
の

破
壊
に
つ
な
が
る
事
例
が
多
い
た
め
、
海
面
の
上
昇
や

海
岸
侵
食
は
い
ず
れ
も
堤
防
の
破
壊
に
対
し
て
直
接
的

な
リ
ス
ク
と
な
る
。
海
岸
侵
食
に
は
、
山
地
の
砂
防
工

事
や
ダ
ム
の
建
設
、
河
川
や
沿
岸
域
で
の
土
砂
採
取
、

堰
や
港
の
建
設
な
ど
、
広
域
の
事
象
が
場
合
に
よ
っ
て

は
数
年
以
上
の
時
間
遅
れ
を
持
ち
な
が
ら
複
雑
に
影
響

す
る
こ
と
が
科
学
的
に
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
個
々
の

要
素
を
分
析
す
る
技
術
だ
け
で
な
く
、
総
合
的
な
対
応

技
術
の
開
発
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。

　
海
岸
法
の
も
と
で
各
種
対
策
を
実
施
す
る
区
域
は
、

原
則
と
し
て
海
岸
線
を
挟
む
海
岸
保
全
区
域
に
限
ら
れ

て
い
る
。
一
方
で
、
例
え
ば
海
岸
侵
食
に
影
響
す
る
因

子
は
空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
は
る
か
に
広
い
範
囲
に

分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
広
域
の
現
象
を
長
期
的
か

つ
持
続
的
に
監
視
で
き
る
よ
う
、
監
視
技
術
の
開
発
を

進
め
る
と
と
も
に
、
分
析
技
術
だ
け
で
な
く
総
合
化
の

技
術
を
も
含
め
た
学
術
の
深
化
と
こ
れ
ら
に
基
づ
く
防

災
概
念
の
整
理
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

〇
一
三
年
十
一
月
に
福
岡
市
で
第
六
〇
回
海
岸

工
学
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
毎
年
一
回
の
開

催
な
の
で
、
今
年
で
満
六
〇
年
、
人
間
で
言
え
ば
還
暦

の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。

　
日
本
は
海
洋
国
な
の
で
、
沿
岸
域
の
防
災
が
重
要
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
陸

上
で
の
治
山
・
治
水
技
術
に
比
べ
る
と
、
沿
岸
域
の
防

災
技
術
の
歴
史
は
浅
い
。
技
術
を
支
え
る
学
術
で
あ
る

海
岸
工
学
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
日
米
欧
の
そ
れ
ぞ
れ

で
ほ
ぼ
同
時
期
に
芽
生
え
、
波
や
流
れ
の
観
測
・
分
析
、

津
波
・
高
潮
の
被
害
軽
減
、
沿
岸
域
の
利
用
・
環
境
保

全
な
ど
の
分
野
で
、
技
術
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
後
、
沿
岸
域
の
高
密
度
な
開
発
が
世
界
各
地
で
進

み
、
社
会
の
要
請
か
ら
学
術
が
進
展
、
こ
れ
を
も
と
に

沿
岸
域
の
治
水
安
全
度
は
急
激
に
高
め
ら
れ
た
。
技
術

の
社
会
実
装
を
支
え
る
法
体
系
の
整
備
に
お
い
て
も
、

一
九
五
四
年
に
制
定
さ
れ
た
海
岸
法
が
一
九
九
九
年
に

部
分
改
正
さ
れ
、
環
境
や
利
用
と
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
防
災
の
た
め
の
施
策
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　
近
年
で
は
、
二
〇
〇
四
年
ス
マ
ト
ラ
津
波
、
二
〇
〇 

五
年
カ
ト
リ
ー
ナ
高
潮
、
二
〇
一
一
年
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
津
波
な
ど
、
巨
大
な
沿
岸
災
害
が
頻
発
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
低
頻
度
自
然
現
象
に
対
し
て
も
、

二
段
階
の
外
力
レ
ベ
ル
設
定
に
基
づ
く
防
災
・
減
災
の

考
え
方
や
、
設
計
条
件
を
超
え
た
外
力
に
対
し
て
も
粘

り
強
く
機
能
を
発
揮
す
る
防
護
構
造
物
の
開
発
な
ど
の
、

総
合
的
か
つ
戦
略
的
な
対
応
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
今
後

は
そ
れ
ぞ
れ
の
海
岸
で
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
や
り
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